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 ２０２１年１０月１７日。養泉寺本堂にて

猿八座公演がありました。演者の息使いや汗

まで感じられる様な至近距離。やっぱり生で

観ると迫力が違います。 

 さて、寺泊ではここ数年、秋になるとつわぶ

き祭が開催されます。「祭」といっても、何か

出店が軒を連ねたり、御輿が繰り出したりと

いうことはありません。この時期に綺麗に咲

くつわぶきの花々を愛でながら、町散策を楽

しんでみましょうよ、ということなのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考えてみれば、道端に咲く花に目をやるこ

とはなかなかありません。朝から晩まで忙し

い毎日を繰り返す現代です。そんな中で生き

ているのですから、ある意味それは当たり前

かも知れません。 

しかし、様々なきっかけで私たちは立ち止

まり、歩み直しを迫られることがあります。コ

ロナウイルスもその一つですし、身内の死や、

自分自身の病などもあるでしょう。しかし、そ

ういうきっかけがあるお陰で、自分自身の在

り方、生き方というものを改めて問い直すこ

とができるのではないでしょうか。 

養泉寺本堂を舞台に繰り広げられた猿八座公演（２０２１年１０月１７日） 

特集 ～今できることは何だろう？～ 
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 以前、私の恩師が教えてくれた話がありま

す。 

とても仲の良い学生時代からの友人がおら

れたそうなのですが、心臓の病から始まり、肝

臓の癌、脳梗塞と病が広がり、余命１年と宣告

されたのだそうです。お寺の住職をしておら

れたそうなのですが、さすがに余命宣告はシ

ョックだった様で、まだ子供が小さかったの

で目の前が真っ暗になったそうです。 

 ところが、その余命宣告をされた検査の帰

り道に、いつもは何気なく歩いている道端に

名前も知らない小さな白い花が咲いていたと

いうのです。すると突然、「お前もそこで生き

ていたか！」という気持ちが湧いてきたとい

います。花は、値段のついた花だけが花ではあ

りません。道端に咲いた名前も知らない花で

も、「お前も生きていたのか！」と、そんな心

が自分に起こるとは思わなかった。これは、病

のお陰だと、こう言っていたそうです。 

 酒の話や仕事の話はよくしたけれど、花の

話をしたのはそれが最初で最後だったと、恩

師は私に教えてくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

養泉寺の掲示板の言葉（９月から２月まで） 

 

９月 「日々、始まり」 

１０月  「名前は一番短いラブレター」 

１１月 「人間は人間によって人間に育つ」 

１２月 「一度きりの尊い道を 今、歩いている」 

１月  「煩悩に正月休みなし」 

２月 「 止 ま な い 雨 は な い け ど  待 つ の は つ ら い ね 」 

 話をつわぶき祭に戻します。綺麗に咲くつ

わぶきの花々を愛でるということは、決して

派手で大きな出来事ではありませんが、私た

ちに、普段目もくれないような広く深い世界

を開いてくれるのではないでしょうか。 

 「大悲無倦常照我」（正信偈）。「だいひ、も

のうきことなく、つねにわれをてらしたまう」

と読みます。私たちの目を見開いて下さる仏

さまのはたらきは、常に私たちを照らしてく

れているのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生きていると辛くて苦しくてどうにもならないこと

があります。また、そういう気持ちを分かってもらえ

ない時は、一人ぼっちを感じて落ち込むこともあ

るでしょう。 

 しかし、どんなに孤独を感じ、寂しさに埋もれそ

うでも、あなたを大切に思ってくれる人が必ずいま

す。その証拠が名前です。 

 自分の名前を自分で考えてつけたという方は

一人もいません。必ず誰かがあなたを思い、悩み、

願いを込めてつけてくれたものがその名前なので

す。 

 名前をつけてくれた人は、もう亡くなっているか

も知れませんが、つけてくれた名前は私の人生に

いつも寄り添い、私を励まし、私を叱り、私を導

いてくれる道標です。 

 「名前は一番短いラブレターだと思う」というあ

るテレビ CM の言葉を元に、１０月の掲示板は

書かせていただきました。毎月変わる掲示板の

言葉に、今年も是非注目していて下さいね！ 

KOTONOHA 
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もっと知ってほしいお寺の情報や、知っているようで知らない仏事の豆知識などを紹介します！ 
 
 

寺の宝、過去帳に迫る！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お寺の裏側 ―ＵＲＡＴＥＲＡ― 

―過去帳って何？ 
―養泉寺で葬儀を出した方の 
法名、御命日、屋号、地域な 
どを記録した帳面です。養 
泉寺の過去帳は、天和３年 
（１６８３）から記録が始 
まり、現在１２冊目です。 

 
―なぜ宝なの？ 
―役所では辿り切れない家の 
歴史を辿ることができま 
す。また過去帳があるお陰 
で年忌を知ることができま 
す。もう１０年ほど経つと、 
３５０回忌が出ます。 

 
―見ることはできるの？ 
―直接お見せすることはでき 
ませんが、頼まれて調べる 
ことはあります。 

 
―誰が記録するの？ 
―基本的には住職が記録しま 
す。大切な仕事の一つです。 

 
―どこで保管しているの？ 
―お経蔵（下写真）です。 

―他にどんなことが書い
てあるの？ 

―地域であった天災、寺
に寄進していただいた
記録、大きな法要の次
第、寺の家族の状況な
ども書いてあります。
その時その時の住職
が、後の住職へと大切
なメッセージを残して
います。 

 
―これからの課題は？ 
―過去帳は紙なので、火
災から守るということ
が一番です。さらに、デ
ータ化が課題です。膨
大なため、相当な労力
を要するでしょうが、
記録を守るためには検
討が必要ですね。 

お経蔵のかぎ。 
面白い形をしているね！！ 
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教えて！！ Q & A コーナー 

ったものなど、進化してきましたよね。 
倉：養泉寺は毎月、山門掲示板の言葉が変わり、そ 

れを法語印にしているんですが、どうですか？ 
斉：とても希少ですよね。あと私が思うことは、こ 

うして実際に来てお参りをして、お話をしたり 
日々変わる景色を楽しんだりすることが大切だ 
と思います。 

倉：ありがとうございます。 
斉：私の住んでいるところは雪がすごいんですが、 

こっちに来たら全然ないですね！そういうのが 
分かるのもお参りしてこそだと思います。 

倉：これからも法語印を、お寺へ親しんでもらうた 
めのきっかけとしてやっていきたいのですが、 
何か期待することはありますか？ 

斉：細く長くやってもらいたいですね。こうやって 
お寺へ来れば子どもさんの声も聞こえますし 
（笑）（←子どもたちの走り回る声） 

倉：法語印も大事ですが、そこにいる人や環境に触 
れてもらうことも大事だなぁと思っています。 

斉：そうですね。できれば全く顔も知らないで郵送 
か何かの方法で法語印だけもらうというよりは 
人や環境も含めてご縁だと思いますし、それを 
感じる方がいいですよね。そのために私は来て 
います。 

倉：法語印や御朱印をきっかけにして、新しい出会 
いが生まれることも大事ですよね。今までご縁 
が作れなかった方ともこうしてご縁が作れてい 
るのですからね（笑） 

斉：これからも楽しみにしています！ 

毎月、養泉寺の法語印をお 
受けしに来て下さる斉藤さ 
ん。仏さまに手を合わせ、 
寺族との会話も楽しみにさ 
れているという斉藤さんに 
お話を伺いました！！ 
 
 
倉：御朱印集めをするようになったきっかけは何です 

か？ 
斉：最初は「御朱印」という意味も分かりませんでし 

た。でも会社のつながりで御朱印を知り、御朱印 
帳と一緒に手に入れて集め始めたのがきっかけで 
す。最初は越後八十八ヶ所を全部回って、その後 
越後三十三観音を回りました。 

倉：御朱印の魅力・楽しさはどんなところですか？ 
斉：まずは文字の多様性ですね。そしていろいろなお 

寺や神社の人たちやそれぞれの地域の方と話し、 
関わることで、自分が活性化されるような気持ち 
になれるところですかね。浄土真宗には御朱印が 
ないということもその中で知りました。 

倉：養泉寺は浄土真宗なので御朱印はないですが、教 
えの言葉を書かせていただく「法語印」として受 
け付けています。どこで知られたのですか？ 

斉：インスタグラムをやっていて、フォロワーさんか 
らの情報で知り、行ってみようかと思いました。 
最近は凝った絵入りのものや消しゴムハンコを使 



 

5 

 
 
１０月３日 
養泉寺コンサート ２０２１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１０月１７日 猿八座公演 
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１０月２７日、２８日 報恩講 
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１０月２３日、１１月１３日 
養泉寺 おそうじ隊 
 
 
 
 
 
１１月 寺泊観光協会 寺めぐり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１１月２８日 法話会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１月２８日 初お講 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

すみません、写真が撮れませんでした（泣）和田さ
ん（法崎）、中澤さん（湊町）、能登さん（上荒町）、
能登さん（白岩）、本間さん親子（境江）、渡辺材木
店さん（国上）、ご協力ありがとうございました！ 
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皆さんおはようございます。ご案内いただきました、新

潟市南区、恩長寺の住職、渡邉智龍と申します。昨年も
今年同様、皆さん顔半分にマスクを付けていました。「来
年は多分大丈夫だろうな…」と思っていたんですけれど
も、なかなかウイルスというのは難しいものですね。世界
中の学者の方々がいろいろと試行錯誤しても、それに抵
抗できるワクチンや飲み薬が開発されないものだなぁと
思いながら、日々生活させてもらっていますけれども、生
活というのはなかなか待ってくれないものでございまして、
次々に進んでいくものだなぁということを、実感させてもら
っているところです。 
「四十八願」って聞いたことありますか。四十八の願い

というのは、『大無量寿経』というお経に書かれておりま
す。その冒頭は必ず「設我得佛」という言葉から始まりま
す。「もしも私が仏になる時」という意味でございます。
「私が仏になる」とは、「私があなたにとって一番必要な
確かなものとなり、私があなたをしっかりと抱きしめてや
ろう」という仏さまの願いです。日々の生活ですと、お子さ
んやお孫さんが生まれた時に、「この子を守ってやろう」
という意識で皆さん抱き寄せますよね。仏さまも同じ様に
私たちを抱きしめてくれるんですけれども、この如来の願
いにあうことによって、私の人生は確かな人生になるんで
す。どの様なことに出あい、どの様なことになろうとも、慌
てることのない、騒ぐことのない人生になるのです。 
しかし皆さんどうでしょうか。慌てますよね。騒ぎますよ

ね。私なんて日々慌て騒いでいますよ。先日もちょっと用
があってコンビニに寄ったんですね。車から降りて入ろう
と思った瞬間に「あっ！」と気付いたんですよ。マスクをし
ていない。急いで車に戻ってマスクをして入っていきまし
た。これは一般的な世間のものですけれども、生きている
時にはついついいろんな意味での「慌てる人生」「騒い
でしまう人生」があるのではないかと思います。 
『歎異抄』「第九条」にこのように書いてあります。「な

ごりおしくおもえども、娑婆の縁つきて、ちからなくしてお
わるときに、かの土へはまいるべきなり」。生老病死の人
生の中で、死を迎える時はやっぱり名残惜しいですよね。
皆さんはまだ、自分が死ぬということを棚の上に上げて
いませんかね。いや、私もそうですよ。だけれども、生身の
私たちですから、いつどうなるか分からないですよね。だ
からこそ、浄土が定まっていれば、しっかりと歩むことがで
きる。確かな人生が開けてくる。それがお念仏、南無阿弥
陀仏の教えです。 
よく昔から、「救う」とか「救われる」といいますけれど

も、皆さんは実感が湧きますか。なかなか湧かないです
よね。私もそうなんですよ。自分でこうやってお話をしてい
ながら、救うとか救われるってどういう感覚なんだろうと
思っておりましたら、ようやく私の胸にすっと入ってきたの
が、「浄土に生まれることができるんだ」、という感覚です。
最近ようやく得ることができたんですよね。「生まれる」と
いうことなんだな、という生活になってきたんです。 
 人生を歩んでいく中で、間違いを犯したいという人は一
人もいないですよね。可能ならば間違いのない人生を生

き抜きたいと思っております。しかし、私たちはどのような
状況に出会っても、常に落ち着いて対応できるだけの冷
静さをなかなか持ち合わせていませんよね。状況によっ
ては何をしてしまうか分からない、それが「私」ですよね。 
同じく『歎異抄』「第十三条」には、この様なことも書

かれています。「害せじとおもうとも、百人千人をころすこ
ともあるべし」。例を挙げるならば、戦争やテロというのは
まさにそれですよね。これは状況下で、自分たちの身を
守るためにしてしまった行為、これは反省しなければいけ
ないですけれども、状況さえ整ってしまえばそのようなこ
ともしてしまうかも知れない。他にも、自分の目の前で大
切な人や、子どもやお孫さんが傷つけられそうになれば、
当然私たちは助けますよね。助けた瞬間に相手を傷つけ
たり殺めたりしてしまうかも知れない。我々というのは、状
況が整えばそういうことをしてしまうのですね。 
 これも『歎異抄』「第十三条」に出てくる言葉ですが、
「さるべき業縁のもよおせば、いかなるふるまいもすべ
し」、という有名な一節があります。先ほども申した通り、
そういう縁が来てしまえば、どんな振る舞いもしてしまう、
誰もがその様なことを起こしかねない、その可能性を秘
めているということですよね。人間の罪業の重さを感じさ
せてくれる大切な言葉ですよね。 
 この言葉で思い出す事件なんですけれども、もう 10年
前ぐらいだと思うんですけれども、50 代の息子さんが
80 代の母親を殺めてしまった、という事件がありました。
息子さんは、母親の介護のために仕事を辞めて、献身的
に介護していたんですね。けれども、当然仕事を辞めてし
まったので、経済的な事情もあると思いますし、先行きの
不安もあったと思いますし、要するに疲れてしまったんで
すね。たまたま今のこの世の中の環境によって現れた問
題です。特にこの問題に関して大きいのが、独身というこ
とです。当然この息子さんも一人身でした。そうなってくる
と、今までは結婚して、同居をして、子どもが生まれて、両
親の面倒を見て、という循環が続いてきたんですけれど
も、近年はそれが崩れ始めてきたんですね。結婚しない
人もいますし、それはそれでもちろんいいんですけれども、
それによって自分にかかる負担がすごく増えてしまったん
ですね。ですから、本人は心中をしようと思ったらしいん
ですけれども、自分は死ねなかったそうです。それこそこ
の息子さんは仕事も一生懸命で、近所の人にも評判よく
て、優しくて、献身的な介護をしていたわけですから、近
所の人たちも「すごいね」という目線では見ておっても、
影というものは分からないもんですね。まさに「さるべき
業縁のもよおせば、いかなるふるまいもすべし」という言
葉が見事に当てはまってしまうんです。我々は、そういうこ
とをしたくないと思っているんだけれども、状況が整って
しまったり関係が変わってしまったり、自分の脳裏にそう
いうものがよぎってしまったりした瞬間に、そういう流れに
なってしまう可能性を常に秘めて生活しているんですよ
ね。 
 間違いのない確かな人生。人間である我々はそんなこ
と言えませんよね。間違いのないような顔をして、確かな
人間になったつもりで生きているだけで、やっぱり縁に触
れれば、何が飛び出してくるか分からない。全てが「縁起
（えんぎ）」ですからね。私もお婿さんで群馬から新潟へ
やってきました。まさか自分が新潟の地に来て、お坊さん
をして、自分自身が住職になるなんて思ってもなかった
です。けれども、これがご縁によって結ばれていって、そし
て今に至るということですよね。皆さんもそうでしょう。人
生考えると、やっぱり縁ですよね。まさかこの地に嫁に来
るなんて思ってもいなかったでしょうね。でも、よい人に出

法話 
（２０２１年 報恩講） 

[講師] 渡邊 智龍 師 
[講題] 正定聚の人生 
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会って、ご縁をいただいて、そして今に至っているわけで
すもんね。私たちに確かな人生を与えてくれるというのが
南無阿弥陀仏、どの様な間違い、迷いがあろうとも、必ず
浄土に生まれることができる人生、それを「正定聚（しょ
うじょうじゅ）の人生」といいます。「浄土に生まれること
が正に定まる」ということです。「聚」というのは、「同じ思
いの方々の集まり」という意味です。同じ場所に生まれる
ことができる、その人生を阿弥陀様から我々は願われて
おるんです。どんなことがあろうとも、私がいるではない
か、という阿弥陀如来のお支えですよね。その強い力に
抱かれて生きる人生です。なかなか実感するということは
難しいですけれども、そういう思いを抱きながら生活する
のと、先が分からん、暗闇しかないといって人生を歩むの
とでは、明らかに違ってくると思うんですよね。 
なかなか自分の人生をお任せするということは難しい

ですよ。だからこそ、ああでもないこうでもないといって常
に迷っているわけですよね。今のコロナもそうでしょう。早
い頃はいろんな情報が出回って、常に我々は迷っていま
す。しかし、先々のことはご縁だから分からないんですよ。
かといって、自暴自棄になっては本末転倒です。分からな
い人生の中で、でも私は間違いなく浄土に生まれさせて
いただけるんだ、という思いを胸に歩む人生ですよね。そ
れが正定聚の喜びですよね。まさに定まって、浄土に生
まれることができる、という人生を歩ませてもらえる、そこ
に正定聚の人生の喜びというものがあります。 
  親鸞聖人は 79 歳の時に、お手紙の一節でこの様に
書いています。「どんなことがあろうとも、私がいるではな
いか。全て私に任せて、自らの人生を精一杯生きなさい」。
ここに出てくる、「どんなことがあろうとも、私がいるでは
ないか」というのは、阿弥陀様を意味しています。全て阿
弥陀様に任せて、自らの人生を精一杯生きて下さい、と
いうことです。どうですか皆さん、精一杯生きてますかね。
精一杯とは常に全力疾走しなきゃいけないわけではない
ですよ。その日その日を大切にいただくというのが精一
杯です。遊びに行く時は精一杯遊べばいいんです。眠っ
ている時は精一杯寝ればいいんです。そういう人生を生
きて下さい、という様に書かれております。 
私のことを案じ続けて下さる如来の真実にお任せしま

す、南無阿弥陀仏…、ということですよね。冒頭で言った
通り、去年来た時は、今年の報恩講は皆マスクを外して
いると思ったんですから。だけれども、そういうわけにいか
なかったわけですよね。どんなことがあっても、あなたを
見捨てない、そういう本願のはたらきによって、間違いなく
お浄土に生まれさせていただく身になる、ということです
よね。そのことを「正定聚の位につく」といいます。ですか
ら、臨終を待たなくてもいい、亡くなってから浄土に生ま
れさせてくれと頼むこともないんです。じゃあどういうこと
かというと、「現生（げんしょう）」「今」なんですよね。浄
土に生まれることが「今」定まるということなんです。です
から、臨終の在り方を問題にしないんですよね。臨終の
在り方を問題にするのは、生きている我々です。「このよう
に亡くなっていきたい」というイメージが皆さんにもある
でしょう。 
 ３０、４０年ぐらい前でしょうか。長生きということが大事
だといわれていましたね。だけれども今はどうですかね。
平均寿命が男性で８１歳、女性が８７歳ですかね。そうな
ってくるとどうなるかというと、９０ぐらいまでは生きたいと、
でもそれ以上はあまり長生きもしたくないといいます。人
間ってわがままですよね。うちの周りの御門徒さんたちは
皆そう言ってますよ。でも浄土が定まれば、そういうことは
気にしないんですよ。当然その一瞬一瞬は、あぁもうちょ

っと頑張りたいな、とか、どうにかしたいな、という思いや
願いはありますけれども、お任せするしかないんですよね。
それをいつまでも嫌だ嫌だという様に考えながら生活す
る生き方と、一瞬そう思っても「あぁお任せするしかない
んだな」という生き方と、後者の方がいいですよね。そう
すればより一日一日を大切にしますもんね。自分の臨終
の時なんて、もしかしたらぼけてしまっているかも知れな
いし、もしかしたらほんの一瞬でコロッと逝ってしまうかも
知れないですよね。信心が定まる時、往生が定まる。そう
いった心での臨終の迎え方というのはとても大切だと思
いますし、親鸞聖人もそこをとても大切にされてきたので
はないかと思います。 
ですから、「大往生」という言葉を皆さん聞いたことが

あるでしょう。大往生って何ですか。分からないでしょう。
一般的には、９０超えると大体大往生というようですね。
ある時、お通夜の席でお斎をいただいている時に、「この
家のばあちゃんは大往生だったね」というので、「大往生
って何だね？」と聞いたら、「長寿だ」と答えられました。と
なると「中往生」もあるんですか。７０代ぐらいで亡くなれ
ば中往生なんですか。「小往生」もあるんですか。５０歳
より下で亡くなったら小往生なんですか。数でしか見て
なければそうですよね。でもそういう問題じゃないでしょう。
我々は、全部取っ払って「往生」なんですよ。どんな形で
亡くなろうとも「往生」なんですよね。１歳で亡くなっても、
１００歳で亡くなっても「往生」なんです。我々人間という
のは凡夫（ぼんぶ）ですから、真実のない我々だから、つ
いつい数で勘定しちゃうんですよね。だけれども、１つの
「命」と考えれば「往生」なんですよね。そういう思いの生
き方をするかどうかなんです。それが「正定聚」という人
生なんじゃないかと思います。 
特に浄土真宗の場合は、亡くなった方へ対する宗教で

はないといわれていますけれども、亡くなった方を縁とし
て仏教に携わる場合が多いと思うんですよね。うちの地
域のお参りに来る方々も、なかなか親子で寺参りしてく
れる人が少ないんですよ。ばあちゃんが亡くなったら、そ
うなれば俺の番だ、という感じで、お参りに来てくれるん
ですけれども、亡くなったということを縁にするということ
は多いんですよね。それは当然ですよね。死を目の当た
りにするわけですから。近親者の命というものを目の当
たりにするから、そこで私たちは仏心というものが少しず
つ芽生えて来るんですね。２０代や３０代で、というのはな
かなか稀ですよね。中にはおられますよ。普段お参りには
なかなか来ないけれども、大きな行事になった場合は出
てきてくれる若い方もおられますけれどもね。しかし私た
ちは、日々の生活に追われてしまっています。だからこそ、
浄土に生まれるということが定まってほしい。阿弥陀様に
お任せします、という生活の中で、正定聚の人生を歩ま
せてもらう。「まさに定まって浄土に生まれる身となってい
く」ということですよね。私が浄土に生まれさせてもらえる
んだ、という願いの中に生活させてもらえるということが、
すごく私は有り難いことだなぁと感じています。 
 皆さんのご両親もそういう生き方をされてきたと思いま
すし、皆さんも実はもうされているのだと思います。だから
こそ、この様にお寺に参る縁を大事にしているのではな
いかと思います。今日は報恩講。真宗門徒にとっては最
も大切な集いでございます。しっかりと勤めて、明日から
また精一杯生活させていただければなと思います。時間
となりましたので、私の話はこれで終わらせていただきま
す。ありがとうございました。 

（２０２１年１０月２７日録音。文章：当院） 
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伝筆活動紹介のページ 

いのちの授業 レポート 

11 月 20 日（土）、看護師の
粟原あつ子先生をお迎え
して、親子で聞く「いのち
の授業」を行いました。 
 
親子で心臓の音を聴いて
みたり、産まれた時、お母
さんやお父さんはどの様
に感じたのかを話してみ
たり。 
 
大切なことを、大きくなっ
ていく子どもに伝えるこ
とができ、本堂が温かい
空気に包まれました。 

若坊守です。御朱印帳を

ご持参の方へ、山門掲示

板の言葉を書かせていた

だいています。 

養泉寺の掲示板は毎月

変わるので、楽しみにお

参り下さる方もいます。

御朱印集めされている

方、ぜひお参り下さい。 

伝筆は全て、若坊守が書いたり教え
たりしています！ 
気になった方はコンタクトお待ちして
います→→ 

お参りの方の御朱印帳に

法語を書けるようになる

ために習い始めたアート

文字。心温まる書体と、送

ると喜ばれることが楽し

くて、講師の資格を取得

しました。 

書きたい言葉を自由に書

いて、送って喜ばれた時

のうれしさがくせになり

ます！ 

https://line.me/R/ti/p/@vfi6483k
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全ての連絡先、問合せ、疑問や質問、ご意見ご感想はこちらまで！！ 
 

電 話  0258‐75‐2210 
ファックス  0258‐75‐2210 
ホームページ  https://yousenji-teradomari.jimdofree.com/ 
メール  yosenji1594@gmail.com 
郵 便  〒 940‐2502 新潟県長岡市寺泊一里塚 3883 

 

 僕は週一回、地域のサッカー教室で子ども

たちにサッカーを教えるコーチをしています。

といっても実際は、一緒になってボールを追

いかけて楽しんでいると言った方がいいかも

知れませんが…（笑） 

 毎回出席を取るのですが、困っていること

があります。名前の漢字が読めない！！ 

 でも何度も繰り返してやっと、硬くなって

きた脳みそでも全員覚えることができました。 

でも今度は次の難関が…。それは、「ゆうと」

「ゆいと」「ゆうた」とか、「かなた」「かなで」

とか、似てる名前が多いこと！！ 練習中にと

っさに呼びたいときにすぐに出て来ない

（笑）！ 申し訳なさと歯痒さと。そんなこん

なで練習終了、なんて日もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 法事などで勤めるお経ならば、どんなに漢 

字が続いていても読めるのに…。今の子ども

の名前は漢字一文字であってもなかなか読め

ないものですね。まだまだ修行が足りません

ねぇ～！ 

 コロナウイルスの影響で、サッカー教室も

中止になることが多いです。子どもたちは動

きたくてうずうずしてるでしょう。 

 コロナウイルスさん、早く落ち着いて下さ

い。子どもたちの名前を呼ぶ機会がないと、

僕もどんどん忘れちゃいます！ 

 ちなみに…、人様のお子さんの名前のこと

ばかり言ってますが、僕の子どもたちの名前

も人様から見ると、なかなか覚えられないら

しいです（笑） 

文章：当院（倉井光弥） 

 

 

 

昨年6月に脳梗塞を発症した住職で

すが、今は退院し、自宅での生活となっ

ています。週 1 回、施設へリハビリに通

い、できる範囲で法務にも出ています。 

 

 お参りに来て下さる皆さんの存在が

励みです。ぜひ顔を見に来て下さい。 

寺族の声－編集後記－ 

養泉寺 LINE 養泉寺 ｋids LINE 

ヨガ教室開催中！楽しくやってます☆ 
 
毎月第２・４月曜日 
１３：１５～、１時間程度 

詳しくは大矢ひとみ先生まで！ 

こちらからいろいろと
やり取りもできますの
で、どうぞお気軽に連
絡下さい！ 

伝筆で、いろんな言葉、あなたも書いてみませんか？ 
 

様々なコースから技法を学び、自分で楽しめるようにな

ります！！ 

養泉寺 Instagram 

https://line.me/R/ti/p/@vfi6483k
https://line.me/R/ti/p/@vfi6483k
https://line.me/R/ti/p/@vfi6483k
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養泉寺 行事カレンダー（３月～９月）  

春彼岸会・永代経法要 
（お中日） 

3月 21日（月祝） 
＜時間＞ 午前 10時半～正午 
＜志目安＞ 千円 
＜備考＞ お供物あり 

法話会 
5月 28日（土） 

＜時間＞ 午後 1時半～3時 
＜会費＞ お賽銭 
＜備考＞ 茶話会あり（お時間のある方） 

法話会 
（講師：永寶晴香さん） 

6月 28日（火） 
＜時間＞ 午後 1時半～3時 
＜会費＞ お賽銭 
＜備考＞ 茶話会あり（お時間のある方） 

法話会 
7月 28日（木） 

＜時間＞ 午後 1時半～3時 
＜会費＞ お賽銭 
＜備考＞ 茶話会あり（お時間のある方） 

盆参・新盆会 

8月 1日（月） 
8月 7日（日） 

＜時間＞ 午前 10時半～正午 
＜志目安＞ 二千円 
＜備考＞ お斎あり（持ち帰り） 

法話会 
8月 28日（日） 

＜時間＞ 午後 1時半～3時 
＜会費＞ お賽銭 
＜備考＞ 茶話会あり（お時間のある方） 

秋彼岸会・永代経法要 

（お中日） 

9月 23日（金祝） 
＜時間＞ 午前 10時半～正午 
＜志目安＞ 千円 
＜備考＞ お供物あり 

＜発行＞ 養泉寺出版 ２０２２年２月２８日 


